
女性の定着就労支援事業 【湖南市】

地域の実情と課題

今後の課題

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 599 千円

交付金額 280 千円

事業番号 1

●製造業の比率が高く、女性の社会進出は比較
的進んでいるが男性の労働力率と比較すると出
産・育児期に大きく差が出るため子育て世代の
女性の社会復帰支援策が課題
●2005年から2045年の人口推移は、少子高齢化
が急速に進む背景から約20％減少すると予測さ
れている。
●女性の正社員割合が男性に比べると非常に低
く経済的な男女格差が存在している

「フォークリフト運転技能講習」の受講者19
名全員が合格した。職場での活躍や職業の選
択の幅を広げることに繋げることができた。

事業の効果

女性の継続・定着就労のため、女性を対象と
した資格取得講座を行う「女性の定着就労支
援事業」を実施した。
専門的な技術を身に付けることで、職域が

広がり、就労後も役立つ支援施策として
フォークリフト運転技能講習会を実施した。 今後の課題として、事業を継続して実施

し、就業を希望しながら働けていない女
性の就業につなげることで、潜在的有業
者の減少と女性の就業機会の拡大を図る
必要がある。

●湖南市内
湖南市企業・事業所人権啓発推進協議会、

湖南市商工会、湖南市工業会、公益社団法人
湖南工業団地協会
●市外・地方公共団体
甲賀市、草津市、守山市、野洲市、栗東市

連携団体

【目的】
本市は、第2次産業就業割合が県内で１番高
い地域でるため、需要があるフォークリフト
運転技能講習を開催した。
【目標値】
●運転技能講習修了証交付者数
⇒19人 （実績 19人）



事業の概要

1．女性の定着就労支援事業 

継続・定着就労のため、専門的な資格取得講座を実施した。
子育て期の女性の就労準備として受講できるよう、託児支援も行った。

■フォークリフト運転技能取得講習会
  開催日 令和７年11月８日､９日､15日､16日

 12月13日､14日､20日､21日
受講者：延べ19名（全員合格）
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